
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 
岐阜県の調査結果について 

 

このことについて、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１ 実技に関する調査の結果について〔※数値や結果は公立学校のみ、詳細は別紙参考資料のとおり〕 

（１）結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）８種目の体力合計点の県平均値と全国順位 

区分 
Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

合計点 順位 合計点 順位 合計点 順位 合計点 順位 合計点 順位 合計点 順位 

小

５ 

男子 54.00 27 53.35 27 51.80 37 51.49 40 52.21 36 52.24 32 

女子 55.98 26 55.40 30 54.30 33 53.99 35 54.19 31 54.01 24 

中

２ 

男子 42.76 24 42.10 20 41.49 28 41.62 20 41.59 34 42.51 17 

女子 51.39 15 51.01 14 48.84 31 47.85 24 47.90 17 48.33 17 

    ＊ 体力合計点の算出…８種目の得点（１０点満点）を合計する。 

    ＊ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、調査を中止した。 

 

２ 今年度の主な特徴（前年度比） 

（１）実技テストの状況（参考資料Ｐ１、２、３、４） 

・体力合計点が、小学校男子及び中学校は向上し、小学校女子はやや低下した。 

・小学校は、「上体起こし」「反復横跳び」「２０ｍシャトルラン」の平均値が向上した。 

・中学校男子は、「持久走」以外の種目で平均値が向上した。 

・中学校女子は、「上体起こし」「反復横跳び」「持久走」「２０ｍシャトルラン」「５０ｍ走」「立ち幅

跳び」の平均値が向上した。 

・中学校は、体力総合評価Ａ・Ｂ群の生徒の割合が増加し、Ｄ・Ｅ群の割合が減少した。 
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・小学校男子及び中学校の体力合計点は、令和５年度と比べ向上した。 
・小中学校ともに、「握力」「長座体前屈」「反復横跳び」「５０ｍ走」「ボール投げ」は全国平均
値と同等、又は平均を上回っている。 

・中学校の体力総合評価Ａ・Ｂ群の生徒の割合は、全国に比べ高い。 
・小中学校ともに、１週間の総運動時間は、令和５年度と比べ増加。 
・小学校女子及び中学校ともに、「朝食を毎日食べる」「睡眠時間が８時間以上」の児童生徒の割合
が令和５年度と比べ増加。 

・小中学校ともに、肥満傾向の児童生徒の割合が令和５年度と比べ減少。 
・中学校は、「運動が好き」「体育が楽しい」と回答した生徒の割合が令和５年度と比べ増加。 



 

（２）１週間の総運動時間（参考資料Ｐ５） 

・小中学校ともに、１週間の総運動時間が増加した。 

（３）生活習慣等に関わる項目（参考資料Ｐ５、６、７） 

・小中学校ともに、「平日における学習以外のスクリーンタイムの視聴時間が２時間以上」の児童生徒

の割合が増加した。 

 ・小学校女子及び中学校ともに、「朝食を毎日食べる」児童生徒の割合が増加した。 

 ・小学校女子及び中学校ともに、「睡眠時間が８時間以上」の児童生徒の割合が増加した。 

 ・小中学校ともに、肥満傾向の児童生徒の割合が減少した。 

（４）体育・保健体育の授業に対する意識（参考資料Ｐ７、８） 

 ・小学校男子及び中学校ともに、「運動が好き」と回答した児童生徒の割合が増加した。 

 ・中学校は、「体育が楽しい」と回答した生徒の割合が増加した。 

（５）考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の体力向上に向けた取組み 

児童生徒が進んで運動に親しむことができる環境の整備や、教職員が体育・保健体育の指導力

向上や授業改善を図ることで、児童生徒に運動への興味関心を抱かせ、運動できる場及び運動す

る時間を確保し、運動が好き、体育が楽しいと感じる児童生徒を増やし、運動習慣の定着を図る。 

（１）授業における取組み 

   ・体育・保健体育の準備運動や休み時間などにおいて、仲間と手軽に楽しみながら取り組むこと

ができるアクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ）(＊１)等の運動遊びを積極的に導入し、

学校生活の中で児童生徒自ら運動に親しむ資質・能力を育む。 

・個に応じた指導の充実を図るために、運動が苦手と感じる児童生徒に対する手立てや体育・保

健体育の授業における効果的なＩＣＴの活用方法などを研修や講習会で広めることによって、

「運動が好き」「体育が楽しい」と感じる児童生徒を増やす。 

（２）授業外における取組み 

◆チャレンジスポーツｉｎぎふ(＊２) 

   ・体育・保健体育の授業以外においても運動時間を確保するために、仲間と一緒に大縄跳びやボ

ール運動に取り組んだり、目標をもって運動に取り組んだりすることができる「チャレンジス

ポーツｉｎぎふ」を多くの児童生徒が活用できるようにすることで運動を習慣化させ、体力向

上を図る。 

◆ぎふっこダンスフェスティバル 

   ・児童生徒が、岐阜県ゆかりのアーティストの楽曲を活用してダンスを創作するという活動を通

して、仲間と作品を創り上げる楽しさや運動の楽しさを味わうことで、運動に親しむ資質・能

力を育む。 

（３）教職員への周知及び研修 

   ・大学教授及び小中学校の教員（研究員）による「体力向上プロジェクト検討会」を実施し、児

童生徒の体力の実態を把握するとともに、効果的な体力向上に関する取組みを検討する。また、

児童生徒の体力向上を図りたい学校に対し教員（研究員）を派遣し、教職員向けの出前授業や

講習会を実施することで、指導力の向上を図る。 

   ・各地区で体育担当教員や体育主任などを対象にした講習会や研修会を実施し、児童生徒の体力

の状況等を周知するとともに、自校の実態を正確に把握し課題を明確にした上で、体育・保健

体育の具体的な授業改善や運動時間を確保するための方策を立て、体力向上を推進する。 

○中学校男女の体力合計点が令和５年度に比べ向上したのは、コロナ禍の行動制限が解除されて
１年以上が経過した間に、学校生活の中で運動する活動や機会が増えたことや、「運動が好き」
な生徒が積極的に運動できるようになり、１週間の総運動時間が増えたからだと考えられる。 

○小学校女子及び中学校の「朝食を毎日食べる」「睡眠時間が８時間以上」の児童生徒の割合が令
和５年度に比べ増加したのは、コロナ禍前の学校生活に戻ったことにより１日の活動量が増え、
日常的に体を動かす機会が増えたからだと考えられる。 

○小中学校の「平日における学習以外のスクリーンタイム視聴時間２時間以上」の児童生徒の割
合が過去６年間で最も高くなったのは、動画視聴やゲームを楽しんだりＳＮＳを利用したりす
る時間がコロナ禍で増え、行動制限が解除された後も多くの児童生徒が続けているからだと考
えられる。 



 

   ・「チャレンジスポーツｉｎぎふ」や「ぎふっこダンスフェスティバル」を活用した体力向上の取

組みについて、具体例や効果について講習会等を通して紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 調査の概要について 

（１）調査の目的 

①子供の体力等の状況に鑑み、国が全国的な子供の体力の状況を把握・分析することにより、子供の

体力の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

②各教育委員会、各国公私立学校が全国的な状況との関係において自らの子供の体力の向上に係る施

策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのような取組みを通じて、子供の体力の向

上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

③各国公私立学校が各児童生徒の体力や運動習慣、生活習慣等を把握し、学校における体育･健康に関

する指導などの改善に役立てる。 

（２）調査の対象とする児童生徒 

各国公私立学校の以下の学年の全児童生徒を原則とする。 

①小学校調査 

小学校第５学年、特別支援学校小学部第５学年 

②中学校調査 

中学校第２学年、中等教育学校第２学年、特別支援学校中学部第２学年 

ただし、特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒については、その

障害の種類や程度等を考慮して、参加の是非を適切に判断 

（３）調査事項 

①児童生徒に対する調査 

ア 実技に関する調査（以下「実技テスト」という。） 

（ア）小学校調査 

［８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、50ｍ走、 

立ち幅とび、ソフトボール投げ 

（イ）中学校調査 

［８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走(男子1500m、女子1000m)、20

ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅とび、ハンドボール投げ 

※持久走か20ｍシャトルランのどちらかを選択 

イ 質問紙調査 

  ・運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査 

②学校に対する質問紙調査 

  ・子供の体力向上に係る取組等に関する質問紙調査 

③教育委員会に対する質問紙調査 

 ・子供の体力向上に係る施策等に関する質問紙調査 

（４）調査実施日（実施期間）  

令和６年４月から７月末までの期間 

（５）調査校数及び人数〔※参加学校数には、実施可能な児童生徒が在籍する特別支援学校を含む〕 

  参加学校数 参加人数 

小
５ 

全 国        １８，８４５校 約９８万人 

岐阜県（公立学校） ３４８校 １５，８９２人 

中
２ 

全 国       ９，８９１校 約８７万人 

岐阜県（公立学校） １７９校 １４，８４４人 

 

＊１ アクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ） 
・日本スポーツ協会が、子どもたちの発達段階に応じて身に付けておくことが望ましい動き
を習得する運動プログラムとして開発したもの。 

＊２ チャレンジスポーツｉｎぎふ 
  ・８の字跳びやチームジャンプ、ボールパスリレーなどの運動を、学級や学年、又は学年の

異なる集団で取り組み、記録をＷｅｂ上で競い合う。それらの運動を通して、仲間と運動
することの楽しさや記録向上の喜びを味わわせ、主体的に運動に親しむ習慣を育み、児童
生徒の体力向上を図る。 


